
漢
方
関
係
学
会
・
研
究
会
予
定　
（
1
月
）

　

こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
下
に
あ
り
ま
し
た
が
、
徐
々
に
通
常
の

開
催
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
習
得
し
た
Ｗｅ
ｂ
開
催
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
の
開
催
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
、２
０
２
６
年
１

月
に
開
催
ま
た
は
中
止
の
連
絡
を
頂
い
た
会
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他

の
会
に
関
し
ま
し
て
は
事
前
に
各
連
絡
先
ま
た
は
事
務
局
に
て
ご
確
認
下
さ
い
。

●
第
707
回
広
島
漢
方
研
究
会
月
例
会　
新
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
制
度
漢
方
必
須
研
修
対
象
講
座（
２
単
位
）

日　

時　

１
月
11
日
（
日
）
午
前
９
時
半
～
午
後
０
時
半

会　

場　

広
島
県
薬
剤
師
会
館
２
Ｆ
・
ふ
た
ば
ホ
ー
ル
（
広
島
市
東
区
二
葉
の
里
）

内　

容　

テ
ー
マ
：
胃
腸
疾
患
と
漢
方　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
勝
谷
英
夫

「
虚
労
に
起
因
す
る
下
痢
や
腹
痛
の
症
例
」（
木
原
敦
司
）、「
胃
腸
疾
患

の
症
例
報
告
」（
鉄
村
努
）、「
胃
腸
疾
患
に
対
す
る
漢
方
治
療
」（
中
島

正
光
）、「
桂
枝
加
芍
薬
生
姜
人
参
湯
と
中
建
中
湯
の
治
例
」（
吉
本
悟
）

主　

催　

広
島
漢
方
交
流
会

共　

催　

一
般
社
団
法
人
日
本
生
薬
学
会

連
絡
先　

鉄
村
☎
０
８
２
・
２
３
２
・
７
７
５
６E-m

ail

：info@
tetsum

ura.jp

●
第
674
回
近
畿
鍼
灸
漢
方
研
究
会
１
月
例
会

日　

時　

１
月
11
日
（
日
）
午
前
９
時
55
分
～
午
後
４
時
55
分

会　

場　

大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
3F1
号
（
大
阪
市
天
王
寺
区
上
本
町
８
─２
─６
）

会
場
と
Ｗ
ｅ
ｂ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
開
催

内　

容　

傷
寒
論
、
金
匱
要
略
の
用
語
解
説
（
富
田
知
世
子
）、
素
問
解
説
（
中
雅

哉
）、
柴
田
良
治
先
生
の
治
療
メ
モ
№
41
（
村
上
清
尚
）、
症
候
別
漢
方

療
法　

第
39
回
（
夜
久
泰
造
）、
漢
方
処
方
解
説
№
132
（
山
口
導
則
）

事
務
局　

富
田E-m

ail

：kinsinkan@
yahoo.co.jp

●
第
52
期
東
海
漢
方
入
門
講
座
１
月
講
座

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
制
度
漢
方
必
須
研
修
対
象
講
座（
３
単
位
）

日　

時　

１
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時
半

会　

場　

名
城
大
学
八
事
キ
ャ
ン
パ
ス
（
予
定
）

内　

容　

誰
に
も
分
か
る
漢
方
基
礎「
五
臓
腎
」（
林
誠
一
）、常
備
薬
の
漢
方（
小
塚

陽
介
）、方
剤
解
説「
利
水
化
痰
剤
」（
生
田
悠
起
）、傷
寒
論
解
説（
三
品
尚
弘
）

事
務
局　

東
海
漢
方
協
議
会
事
務
局
・
大
晃
生
薬（
有
）内
（
名
古
屋
市
千
種
区
）

東
海
漢
方
協
議
会
HP
「
お
問
い
合
せ
フ
ォ
ー
ム
」
よ
り

●
藤
門
会　
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日　

時　

１
月
17
日
（
土
）
午
後
２
時
～
６
時

会　

場　

全
水
道
会
館
５
階
（
文
京
区
本
郷
１
─４
─１
）・
会
場
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ

る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
開
催

内　

容　
「
壊
病
に
つ
い
て
」（
加
島
雅
之
）

連
絡
先　

ジ
ェ
ー
ピ
ー
エ
ス
製
薬（
株
）内
藤
門
会
事
務
局
☎
０
４
５
・
５
９
３
・

２
０
６
１E-m

ail

：shonisitagau@
tom

onkai.com

●
温
知
会
月
例
会
１
月
講
義
（
第
675
回
）

日　

時　

１
月
17
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

会　

場　

湯
島
聖
堂
：
斯
文
会
館
（
文
京
区
湯
島
１
─４
、
お
茶
の
水
駅
至
近
）

内　

容　

生
薬
解
説
：
辛
涼
解
表
剤　

蘇
葉
・
蝉
退
・
牛
蒡
子
（
八
木
多
佳
子
）、

『
宋
版
傷
寒
論
』
素
読
Ｐ
52‌

L8
～
Ｐ
55‌

L7
（
是
澤
初
美
）、
症
例
検
討
：

月
経
時
片
頭
痛
・
月
経
関
連
片
頭
痛
の
漢
方
治
療
（
矢
数
芳
英
）、
自
由

課
題
：
年
ノ
眠
り
か
ら
目
覚
め
よ
医
心
方
（
山
岡
傳
一
郎
）

問
合
せ　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
」
に
て
連
絡

●
日
本
東
方
医
学
会
第
18
期
中
医
学
研
修
講
座
─
臨
床
の
部

日　

時　

１
月
17
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時
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１
団
体
が
欠
席
の
た
め
、

東
亜
医
学
協
会
担
当
者

の
み
で
進
行
し
た
。

懇
親
会
は
、
神
農
奉

讃
会
代
表
の
小
曽
戸
洋

氏
に
よ
る
挨
拶
、
斯
文

会
常
務
理
事
の
鷲
野
正

明
氏
に
よ
る
乾
杯
で
始
ま
っ
た
。
多
く
の
方
と
の
交
流
を
深
め
な
が

ら
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
行
し
た
。
途
中
、
神
農
奉
讃
会
各
団
体

代
表
に
よ
る
挨
拶
（
文
京
区
薬
剤
師
会
〔
当
番
幹
事
〕、
千
代
田
区
薬
剤
師

会
は
欠
席
）（
写
真
４
）
を
は
さ
み
、
最
後
は
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た

有
志
に
よ
る
「
た
に
し
お
ど
り
」
が
披
露
さ
れ
、
閉
会
と
な
っ
た
。

「
た
に
し
お
ど
り
」
は
神
農
奉
讃
会
の
あ
る
団
体
が
披
露
し
た
余
興

の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
斯
文
会
前
名
誉
副
会
長
の
石
川
忠
久
氏
の
目

に
留
ま
り
、
毎
年
、
披
露
す
る
こ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
渡
辺
謹
三

氏
談
）。
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
に
と
っ
て
は
、
良
い
思
い
出
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
曽
戸
洋
氏
が
、
Ａ
Ｉ
に
“
神
農
祭
”
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
と

こ
ろ
、
大
阪
・
道
修
町
の
神
農
祭
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
、
最
後
に

“
東
京
に
も
あ
る
”
と
の
一
言
で
あ
っ
た
こ
と
を
披
露
さ
れ
た
。

東
京
の
神
農
祭
は
来
年
で
七
〇
回
を
迎
え
る
。

写真４　挨拶をする東亜医
学協会理事長の松田隆秀氏

に
よ
る
撤
饌
が
行
わ
れ
、
祭
儀
は
終
了
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
神
農
廟
を
黄
色
味
が
か
っ
た
イ
チ
ョ

ウ
が
取
り
囲
む
な
か
で
の
祭
儀
で
あ
っ
た
。
祭
儀
終
了
と
と
も
に
神

農
廟
の
前
に
一
般
参
加
者
の
長
い
参
拝
の
列
が
で
き
た
（
写
真
２
）。

午
後
二
時
半
、
湯
島
聖
堂
講
堂
で
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。
演

者
の
渡
辺
浩
二
氏
（
渡
辺
産
婦
人
科
医
院
院
長
）
は
「
浅
田
宗
伯
門
下

と
神
農
像
」
と
題
し
て
、
神
農
像
の
沿
革
、
浅
田
宗
伯
お
よ
び
宗
伯

の
高
弟
で
あ
る
木
村
博
昭
と
神
農
像
と
の
関
係
、
神
農
廟
の
由
来
、

も
う
一
つ
あ
っ
た
と
さ
れ
る
神
農
像
な
ど
を
語
っ
た
（
写
真
３
）。

そ
の
後
、
午
後
四
時
か
ら
神
農
奉
讃
会
有
志
に
よ
る
懇
親
会
（
銀

座
ア
ス
タ
ー
お
茶
の
水
賓
館
）
が
行
わ
れ
た
。
懇
親
会
の
当
番
幹
事

は
、
持
ち
回
り
で
神
農
奉
讃
会
２
団
体
が
担
当
。
今
回
は
当
番
幹
事写真３　記念講演を行う渡辺浩二氏

写真２　参拝に並ぶ列



会　

場　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信

内　

容　

研
修
科
目
：
更
年
期
症
候
群
の
漢
方
治
療
「
腎
気
を
中
心
と
し
た
理
解

か
ら
応
用
力
を
身
に
つ
け
る
」（
石
束
麻
里
子
）

共　

催　
（
株
）ツ
ム
ラ

事
務
局　
（
一
財
）東
方
医
療
振
興
財
団
事
務
局 

FAX
０
３
・
６
２
６
４
・
３
０
１
６

E-m
ail

：zaidan@
jptoho.or.jp

●
第
21
回
前
期
全
10
回
朴
庵
塾
セ
ミ
ナ
ー

日　

時　

１
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

会　

場　

K
FC H

all &
 Room

s 
会
議
室
（
東
京
都
墨
田
区
横
網
１
─６
─１
国
際

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
10
階
）・
会
場
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信

内　

容　
〔
初
級
〕
新
古
方
薬
嚢
・
生
薬
の
解
説
：
五
味
子
～
柴
胡
（
今
井
喜
登
）、

漢
方
の
基
礎
の
考
え
方
：
歴
史
、
頭
・
耳
と
漢
方
（
佐
久
間
由
利
子
）

〔
中
級
〕
傷
寒
論
読
み
と
解
説
：
太
陽
病
脈
証
并
治
（
中
）
第
六
④
（
百

島
加
代
）、
金
匱
要
略
読
み
と
解
説
：
腹
満
寒
疝
宿
食
病
（
荒
川
充
洋
）

主　

催　

一
般
社
団
法
人
方
術
信
和
会

問
合
せ

https://bokuanjyuku.com
 E-m

ail

：ask@
bokuanjyuku.com

●
日
本
漢
方
協
会
漢
方
総
合
講
座
（
第
35
回
）
１
月
講
座

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
制
度
漢
方
必
須
研
修
対
象
講
座（
３
単
位
）

日　

時　

１
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時
10
分

会　

場　

全
水
道
会
館
（
文
京
区
本
郷
１
─４
─１
）

内　

容　

基
礎
理
論
：
煎
じ
の
保
険
調
剤
（
三
上
順
子
）、
金
匱
要
略
入
門
：
嘔
吐

噦
下
痢
病
第
十
七
茯
苓
沢
瀉
湯
、
瘡
癰
腸
癰
浸
淫
病
第
十
八
、
趺

蹶
手
指
臂
腫
転
筋
陰
狐
疝
蚘
虫
病
第
十
九
（
飛
奈
良
治
）、
最
前
線
の

漢
方
臨
床
：
救
急
・
集
中
治
療
に
お
け
る
漢
方
治
療
の
可
能
性
（
入
江

康
仁
）、
漢
方
ト
ピ
ッ
ク
ス
：
漢
方
の
臨
床
研
究
・
エ
ビ
デ
ン
ス
に
つ

い
て
（
吉
野
鉄
大
）

事
務
局　

一
般
社
団
法
人
日
本
漢
方
協
会（
墨
田
区
両
国
２
─17
─19
Ｐ
Ａ
Ｚ
両
国
６

階
）
☎
／
FAX
０
３
・
６
６
５
９
・
９
９
８
０
平
日
（
月
～
木
）
午
前
10
時

～
午
後
４
時
迄E-m

ail

：j.kam
po@

jeans.ocn.ne.jp

●
第
31
回
東
京
漢
方
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
１
月
講
座

・
研
修
認
定
薬
剤
師
制
度
認
定
対
象
集
合
研
修
会

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
研
修
対
象
講
座
（
３
単
位
）

日　

時　

１
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
半
～
午
後
４
時
55
分

会
場
受
講（
定
員
あ
り
）と
、Ｚｏｏｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講（
人
数
制
限

な
し
）の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
実
施
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｇｏｏｇ
ｌｅ

フ
ォ
ー
ム
よ
り
お
申
込
み
下
さ
い
。（
申
し
込
み
な
し
の
当
日
参
加
不
可
）

会　

場　

早
稲
田
大
学
国
際
会
議
場
（
新
宿
区
西
早
稲
田
１
─20
─14
）

内　

容　

漢
方
の
初
歩
：
心
の
方
剤
（
布
山
満
）、
生
薬
解
説
：
症
例
報
告
と
解
説

（
本
山
桂
子
・
中
川
智
代
）、
処
方
解
説
：
天
門
冬
・
麦
門
冬
（
津
山
真
澄
）、

康
治
本
傷
寒
論
解
説
：
生
脈
散
（
湯
田
康
勝
）、
特
別
講
義
：
循
環
器
疾

患
の
漢
方
処
方
（
板
倉
英
俊
）

連
絡
先　

二
宮
理
摩
☎
０
９
０
・
４
３
９
２
・
７
１
２
９

E-m
ail

：tokyokanpou@
yahoo.co.jp

●
日
中
医
薬
研
究
会
関
西
支
部
１
月
月
例
研
究
会

日　

時　

１
月
18
日
（
日
）
午
前
11
時
～
午
後
４
時

会　

場　

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
京
都
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル　

７
Ｆ
椿

内　

容　

繁
用
処
方
解
説
：
未
定
、
皇
漢
医
学
：
大
承
気
湯
～
、
平
成
薬
証
論
：

芍
薬
等　
（
内
容
変
更
の
場
合
あ
り
）
他

解
説
／
田
中
英
樹
他

事
務
局　

田
中
余
以
徳
斉
薬
局
（
三
重
県
名
張
市
榊
町
１
４
０
１
─１
）

☎
０
５
９
５
・
６
３
・
０
２
３
８ 

FAX
０
５
９
５
・
６
３
・
０
２
６
８

●
京
都
漢
方
研
究
会
第
35
期
１
月
講
座

日　

時　

１
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

会　

場　

会
場
受
講
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

講
座
会
場
：
京
都
薬
科
大
学
愛
学
館
「
愛
学
ホ
ー
ル
」（
京
都
市
山
科
区
）



内　

容　

第
１
講
・
六
邪
弁
証
（
関
田
倫
彦
）、
第
２
講
・
生
薬
の
薬
能
と
処
方
解

説
（
１
）（
高
橋
宏
和
）、
第
３
講
・
不
定
愁
訴
に
対
す
る
漢
方
処
方
─

湯
液
と
一
貫
堂
処
方
の
工
夫
─
（
永
島
知
子
）

事
務
局　

松
田
久
司
☎
０
８
０
・
６
８
６
６
・
６
９
３
２
、
０
９
０
・
９
６
２
４
・

１
６
６
９ 

FAX
０
７
５
・
７
６
２
・
５
６
１
２
（
細
野
医
院
内
松
田
宛
）

E-m
ail

：m
atsuda_134@

outlook.jp

●
九
州
漢
方
研
究
会
令
和
８
年
１
月
例
会

日　

時　

１
月
25
日
（
日
）
午
後
１
時
～
４
時

会　

場　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
と
会
場
で
の
開
催
（
会
場
は
事
務
局
に
確
認
）

内　

容　

漢
⽅
処
⽅
を
構
成
す
る
薬
味
解
説
（
斉
藤
正
勝
）、漢
⽅
薬
を
使
っ
た
症

例
検
討
会
（
栗
田
雅
⼈
）、
漢
方
薬
の
症
例
検
討
（
山
本
晶
弘
）、
漢
⽅
薬

を
使
っ
た
症
例
検
討
会
（
村
上
一
朗
）

事
務
局　

斉
藤
容
子
（
招
き
猫
調
剤
薬
局
）
福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
１
─８
─11

☎
０
７
０
・
８
３
７
２
・
６
６
３
７ 

FAX
０
９
２
・
４
０
６
・
４
０
６
２

E-m
ail

：kyusyukam
po@

gm
ail.com

●
柿
田
塾
１
月
度
定
例
会

「
柿
田
塾
定
例
会
の
再
開
は
今
の
と
こ
ろ
未
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
柿
田
塾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
」

連
絡
先　

お
の
こ
ろ
治
療
院
内
柿
田
塾
：
兵
庫
県
淡
路
市
志
筑
１
１
３
８
─６

☎
０
７
９
９
・
６
２
・
０
９
９
０

（
以
上　

敬
称
略
）

　
　

注
意
：
各
会
の
参
加
要
件
・
参
加
費
用
等
は
個
々
に
異
な
り
ま
す
の
で

必
ず
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。




